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第18回
日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究集会

当番世話人　吉岡　慎一（八尾市立病院外科）
会期　2023年5月25日（木）
会場　大阪国際会議場（グランキューブ大阪）10階

テーマ「ヘルニア手術の定型化を熟考する」
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第18回日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究集会
ご挨拶

第 18 回日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究集会
当番世話人　吉岡 慎一
　　　　　　八尾市立病院　外科部長

　この度、第 18 回日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究集会を担当させていただきます栄誉を賜
りましたこと、皆様に心から感謝を申し上げます。今回は第 21 回日本ヘルニア学会学術集会と同
時開催となり、「OSAKAN HOT HERNIA WEEK」の初日として開催されます。大阪での開催は
日本ヘルニア学会としては大阪では初、また本研究集会におきましては平成 25 年の開催以来 10
年ぶりとなります。

　10 年ひと昔とはよく言ったものの、その間での腹腔鏡下に行うヘルニア手術については成績も
上がり、多くの施設で第一選択術式となるような地位まで普及してきております。これらの業績
は技術の革新以上に本会の運営に携わる数々のエキスパートの先生方ならびに参加された先生方
の努力の賜物かと思われます。

　しかしながら、内視鏡外科学会技術認定審査において、ヘルニア部門は他部門に比べても満足
いくものではなく、まだまだ全体の手技向上を考えなければなりません。また今以上に質の向上
を狙うためにも定型化は重要な工程であり、まだまだ議論の余地はあると思われます。さらに今
後はロボット支援下手術が広がっていくことが予想され、それに備えて現在の手術工程を熟考す
ることは重要です。

　今回の研究集会ではヘルニア手術の原点を見直すとともに、これからのヘルニア手術の質向上
を考えることを目的に、メインテーマを「ヘルニア手術の定型化を熟考する」とし、エキスパー
トの先生から中堅・若手の先生方に至って、双方向の熱い Discussion ができればと考えております。

　本研究会は腹腔鏡下に行うヘルニア手術に対し、編集をしない形での動画を供覧、議論するこ
とを伝統とした会です。普及という点においてはかなり多くの施設でも行われるようになり、今
の若手においてはラパヘルしかしたことがないというレベルにまで来ているかと思います。さら
なる進歩として、ラパヘルに関する知識と実際の経験を共有し、安全にかつ確実な手術が行える
よう、明日からの臨床に役立つ知識を持ち帰っていただけるような場にできればと期待していま
す。

　5 月の大阪は比較的過ごしやすく、観光だけではなく、特に食には事欠かない街です。勉強し倒れ、
ついでに食い倒れ、遊び倒れも含め、綿密な計画の上、来阪ください。コロナの影響なく、集会
にて Face to Face で議論できればと幸いです。指導医の先生はもとより、中堅、若手の先生方の
活躍の一端を担えるような会になるようにしたいと存じ上げます。どうぞよろしくお願い申し上
げます。
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会場アクセス
グランキューブ大阪＜大阪国際会議場＞

〒530-0005　大阪府大阪市北区中之島５丁目３－５１　　℡. 06-4803-5555

電車
・京阪電車中之島線「中之島（大阪国際会議場）駅」(2番出口)すぐ
・JR大阪環状線「福島駅」から徒歩約15分
・JR東西線「新福島駅」(3番出口)から徒歩約10分
・阪神本線「福島駅」(3番出口)から徒歩約10分
・大阪メトロ「阿波座駅」(中央線1号出口・千日前線9号出口）から徒歩約15分

バス
・JR「大阪駅」から無料シャトルバスで約15分（リーガロイヤルホテルシャトルバスにご乗車頂けます）
・�JR「大阪駅」駅前バスターミナルから、大阪シティバス(53系統 船津橋行)または(55系統 鶴町四丁目行) 

で約15分、「堂島大橋」バス停下車すぐ
・中之島ループバス「ふらら」で地下鉄・京阪「淀屋橋駅」(4番出口・住友ビル前）から約15分
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会場案内図
グランキューブ大阪＜大阪国際会議場＞

〒530-0005　大阪府大阪市北区中之島５丁目３－５１　　℡. 06-4803-5555
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登壇者へのご案内
●現地開催です。ウェブ登壇はできません。
●会場内では不織布マスクを着用していただきますが、登壇時の着用は任意といたします。

【１】司会の方へ
１）�ご担当セッション開始時刻の 10 分前になりましたら講演会場内スクリーンに向かって右手前方の「次

司会席」にご移動、ご着席ください。
２）時間厳守にご協力ください。各演者の持ち時間は 20分です。

【２】演者の方へ
１）�事前にご提出いただいた手術動画をノーカット、等速で共有し、議論します。提示症例の詳細を紹介
するためのスライド１枚をご用意いただいてもかまいません。動画と一緒にご提出ください。

２）�セッション開始時刻の10分前になりましたら講演会場内スクリーンに向かって左手前方の「次演者席」
にご移動、ご着席ください。

３）�司会の指示に従い、時間厳守にご協力ください。各演者の持ち時間は 20分です。
４）�演台にキーボード・マウス、モニターを用意しております。ご提出いただきましたスライド、動画を
格納したフォルダがモニターに映し出されますので、以降は演者各自で操作してください。音声は使
用できますが、発表者ツールは使用できません。

＜発表動画について＞
・演者自身が執刀した手術の動画をご用意、ご提出ください。
・用意していただく動画は各演者あたり 7分程度の動画 2本です。
・一連の 7分間の動画を提出してください。編集はカメラ洗浄シーンのカットのみ可能です。
・等速７分間の動画を提出してください。動画速度の変更は禁止します。

＜発表動画の収録・提出について＞
収録方法をご参照ください。　　　　http://cresci.xsrv.jp/file/PPTRecording.pdf
発表動画は、指定のDropBox に５月 19日（金）までにアップロードしてください。
詳細は演者あてにメールをお送りしますので、ご確認ください。
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12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

グランキューブ大阪＜大阪国際会議場＞ 10 階　【会議室 1009】

ランチョンセミナー
「ヘルニア内視鏡外科の技術継承～早川理論の集大成！ TAPPかTEPか、高位か環状か～」

司会：中川 基人
演者：早川 哲史

共催：コヴィディエンジャパン株式会社

セッション１「右外鼠径ヘルニア」
司会：村上 慶洋、進 　誠也
演者：太田 勝也、戸田 孝祐

セッション２「ロボット支援下手術」
司会：和田 英俊、斎藤 健太
演者：松原 猛人、斎藤 卓也

セッション３「外鼠径ヘルニア：TEP 法の定型化」
司会：荻野 信夫、坂本 一喜
演者：長岡 　慧、新田 敏勝

ティータイムセミナー①
「RTAPP の手術手技を考える～腹膜高位切開は選択肢となり得るか？～」

司会：江口 英利　　演者：谷田 司
共催：株式会社メディコン

ティータイムセミナー②
「バイセクトを用いた鼠径、腹壁ヘルニア手術」

司会：吉岡 慎一　　演者：平川 俊基
共催：株式会社アムコ

セッション４「TAPP 法：左外鼠径ヘルニア通常例」
司会： 山本 海介、井出 義人
演者： 畑 　知樹、橋本 安司

セッション５「TAPP 法：左外鼠径ヘルニア結腸脱出 De-Novo 型」
司会： 久下 博之、大西 直

演者： 田中 穣

開会の辞11:55-
12:00-12:50

12:55-13:35

13:35-14:15

14:15-14:55

15:00-15:25

15:25-15:50

15:55-16:35

16:35-16:55

閉会の辞16:55-

日程表
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11:55〜12:00	 開会の辞
吉岡　慎一（八尾市立病院外科）

12:00〜12:50	 ランチョンセミナー
「ヘルニア内視鏡外科の技術継承～早川理論の集大成！ TAPPかTEPか、高位か環状か～」
司会：中川　基人（平塚市民病院消化器外科）
演者：早川　哲史（名豊病院）
共催：コヴィディエンジャパン株式会社

12:55〜13:35	 セッション１「右外鼠径ヘルニア」

司会：村上　慶洋（市立旭川病院）
　　　進　　誠也（光晴会病院）
演者：太田　勝也（太田病院）
　　　戸田　孝祐（滋賀県立総合病院）

13:35〜14:15	 セッション２「ロボット支援下手術」

司会：和田　英俊（島田市立総合医療センター）
　　　斎藤　健太（名古屋市立大学）
演者：松原　猛人（路加国際病院）
　　　斎藤　卓也（愛知医科大学）

14:15〜14:55	 セッション３「外鼠径ヘルニア：TEP法の定型化」

司会：荻野　信夫（済生会富田林病院）
　　　坂本　一喜（なんば坂本クリニック）
演者：長岡　　慧（近畿中央病院）
　　　新田　敏勝（城山病院）

このセッションでは、右外鼠径ヘルニアの手術でのポイントについて、動画を閲覧する。右外鼠径
ヘルニアは内視鏡外科学会技術認定においても提出に最も適した症例群での定型化について議論し
たい。

ロボット支援下鼠径ヘルニア手術は一見 TAPP 法を踏襲したものと思われがちだが、ロボット手術
だから見える光景、TAPP では難しいがロボットヘルニアでは容易であるようなポイントを考察し、
今後普及が見込まれるロボット支援下手術の定型化へのヒントについて、検討したい。

TEP 法の定型化のポイントとして、APRS をどの位置で突破するのか、また、外鼠径ヘルニアでい
かにZONE3 の処理を定型化するのかがポイントと思われる。TEP ならではの定型化について議
論する。

プログラム
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15:00〜15:25	 ティータイムセミナー①
「RTAPPの手術手技を考える～腹膜高位切開は選択肢となり得るか？～」
司会：江口　英利（大阪大学消化器外科）
演者：谷田　　司（東大阪総合医療センター）
共催：株式会社メディコン

15:25〜15:50	 ティータイムセミナー②
「バイセクトを用いた鼠径、腹壁ヘルニア手術」
司会：吉岡　慎一（八尾市立病院）
演者：平川　俊基（住友病院）
共催：株式会社アムコ

15:55〜16:35	 セッション４「TAPP法：左外鼠径ヘルニア通常例」

司会：山本　海介（KENクリニック）
　　　井出　義人（JCHO大阪病院）
演者：畑　　知樹（貝塚市民病院）
　　　橋本　安司（紀南病院）

16:35〜16:55	 セッション５「TAPP法：左外鼠径ヘルニア結腸脱出De-Novo型」

司会：久下　博之（奈良県立医科大学）
　　　大西　　直（西宮市立中央病院）
演者：田中　　穣（済生会松坂病院）

16:55〜	 閉会の辞
吉岡　慎一（八尾市立病院外科）

左外鼠径ヘルニアにおいては、0径ヘルニアと比較して、優位鉗子・非優位鉗子の位置関係の違い
を考えると定型化に工夫が必要である。左外鼠径ヘルニアにおける、特に右側と異なるポイントに
ついて、また、定型化の工夫について議論したい。

左 L3、De-Novo、結腸脱出の手術の手順は悩むことが多い。定型化でクリアできる場面、また、
工夫が必要な場面について、動画を閲覧、議論したい。
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略歴：
1983年₃月：名古屋市立大学医学部卒業
1989年₄月：知多厚生病院　中央手術室部長
1997年₅月：名古屋市立大学第一外科　助手
1999年₄月：名古屋市立大学第一外科　講師
2004年₅月：刈谷豊田総合病院　外科部長　兼　手術室室長
2005年10月：刈谷豊田総合病院　副院長　兼　外科統括部長
2015年₄月：副院長　兼　腹腔鏡ヘルニアセンター長
2016年11月：日本ヘルニア学会　理事長
2021年₄月：名豊病院　病院長（現職）

指導医・専門医・認定医など：
日本ヘルニア学会	 名誉理事長
日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究会　代表世話人
名古屋市立大学医学部	 臨床教授、医学博士
日本外科学会	 指導医、専門医
日本消化器外科学会	 指導医、専門医、消化器がん外科治療認定医
日本臨床外科学会	 幹事、支部委員会委員、評議員
日本内視鏡外科学会	 ヘルニア班技術審査委員長、教育委員会委員
	 技術認定制度委員会委員
	 技術認定取得医(胃癌：06-GS-121)、評議員
日本腹部救急医学会	 評議員、総務委員会委員、教育医
日本ヘルニア学会東海地方会 常任世話人

ランチョンセミナー

早川　哲史
（はやかわ　てつし）

略歴
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経歴：
2003年　熊本大学医学部　卒業
2003年　大阪大学医学部付属病院　研修医
2004年　大阪府立成人病センター　後期研修医
2007年　学校共立共済近畿中央病院　医員
2009年　大阪大学大学院外科学講座消化器外科学　大学院
2013年　市立豊中病院　外科医長
2020年　市立東大阪医療センター消化器外科　副部長
現在に至る

資格：
日本外科学会　専門医・指導医
日本消化器外科学会　専門医・指導医
日本内視鏡外科学会　技術認定医 (大腸)
日本内視鏡外科学会認定　ロボット支援手術認定プロクター
ロボット外科学会専門医 (国内A級)
日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究会　世話人

ティータイムセミナー①

谷田　司
（たにだ　つかさ）

略歴
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学歴：
2004年　宮崎大学医学部卒業
2013年　大阪市立大学大学院医学研究科博士課程卒業

職歴：
2004年−2006年　住友病院（初期研修医）
2006年−2007年　府中病院　外科
2007年−2008年　大阪市立大学医学部附属病院
2008年−2010年　住友病院　外科
2010年−2012年　大阪市立大学医学部附属病院
2012年−2013年　馬場記念病院　外科
2013年−2015年　住友病院　外科
2015年−　府中病院外科センター　医長
2022年−　府中病院 ロボット手術センター　外科センター　副部長
2023年　　住友病院　外科　診療部長

資格：
日本外科学会専門医・指導医
日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医・専門医・指導医
日本内視鏡外科学会技術認定医（消化器・一般外科領域 胃）
日本内視鏡外科学会ロボット支援手術認定プロクター（消化器・一般外科）：胃
ロボット（da Vinci）手術認定医
ロボット（da Vinci）ファーストアシスタント認定医
ICD制度協議会認定インフェクションコントロールドクター（ICD）
近畿外科学会評議員
日本胃癌学会代議員
難病指定医
医学博士

受賞：
第18回日本ヘルニア学会学術集会　支部推薦演題セッション　優秀演題賞

ティータイムセミナー②

平川　俊基
（ひらかわ　としき）

略歴
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第 18回日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究集会
開催にあたりご支援いただき、ありがとうございました。

株式会社アムコ

インテュイティブサージカル合同会社

オリンパスマーケティング株式会社

科研製薬株式会社

コヴィディエンジャパン株式会社

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

テルモ株式会社

テレフレックスメディカルジャパン株式会社

株式会社プロシード

株式会社メディカルリーダース

株式会社メディコン

五十音順／ 2023 年５月 20 日現在









Da Vinci Xi
Define a new standard

詳細に関しては取扱説明書または添付文書等をご確認いただくか、
以下のお問い合わせ先、または弊社営業担当へご確認ください。

お問い合わせ先
インテュイティブサージカル合同会社
東京都港区赤坂一丁目12番32号アーク森ビル

Tel.（03）5575 - 1419（営業部）
Tel.（03）5575 - 1326（マーケティング部）
Tel.（03）5575 - 1362（音声案内で3を選択）
　 （0120）56 - 5635（音声案内で3を選択）（カスタマーサービス）

販売名：da Vinci Xi サージカルシステム （承認番号：22700BZX00112000）

©2023 インテュイティブサージカル合同会社
無断複写・複製・転載を禁じます。製品名は各社の商標または登録商標です。

PN 1081791 JP Rev.A 01/21

■ 製造販売元 ■ 製造元

鼠径ヘルニア修復用メッシュ

チタンコーティングメッシュ

 販 売 名：タイレーン メッシュ
承認番号：22200BZX00830000

患者様の術後QOL向上に貢献すること

を期待して、従来のポリプロピレンに

チタンをコーティングしました。

ライトウェイト（35g/㎡）に加え、

エクストラライトウェイト（16g/㎡）

もご用意しました。

新素材

生体適合性:

更なる軽量化:

本社・東京営業所

pfm medical titanium gmbh（ドイツ）



Less trauma.
In its simplest form.

MiniLap
Percutaneous Surgical System

認証番号：228AFBZX00040000
販  売  名：TELEFLEXミニラップ

本社  〒163-0805 東京都新宿区西新宿 2-4-1新宿 NSビル 5 階
カスタマーサービス  Tel: 0570-055-160  Email: infojapan@teleflex.com     

Teleflex および MiniLapは、Teleflex Incorporated またはその関係会社の商標または登録商標です。© 2017 Teleflex Incorporated.無断複写・複製・転載を禁じます。TMJ-291

テレフレックスメディカルジャパン株式会社
テレフレックスは、グローバルにおいてクリティカルケア領域の
医療機器に特化したリーディングカンパニーです。



ヘルニア内視鏡外科の技術継承
~ 早川理論の集大成！

TAPPかTEPか、高位か環状か ~

第18回日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究会
ランチョンセミナー

共催：第18回日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究会
コヴィディエンジャパン株式会社

中川 基人　先生
平塚市民病院
消化器外科

早川 哲史　先生
名豊病院

日時

大阪国際会議場  10F  1009会場

座長

演者

2023年5月25日（木）  12:00～12:50

© 2023 Medtronic. Medtronic及びMedtronicロゴマークは、Medtronicの商標です。
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共催：第��回日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究集会／株式会社メディコン

  演者

谷田 司 先生
市立東大阪医療センター
消化器外科 副部長

  座長

江口 英利 先生
大阪大学大学院医学系研究科
外科学講座消化器外科学 教授

第��回日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究集会

ティータイムセミナー➀
RTAPPの手術手技を考える
腹膜高位切開は選択肢となり得るか？

����年�月��日（木）��：��～��：��
大阪国際会議場（グランキューブ大阪）��階 会議室����

日時

会場



共催：第18回日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究集会 /株式会社アムコ

バイセクトを用いた鼠径、
腹壁ヘルニア手術

15 : 25-15 : 502023年5月25日（木）
グランキューブ大阪＜大阪国際会議場＞10階

第18回 日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究集会

ティータイムセミナー ➁

演 者

一般財団法人 住友病院 外科診療部長

平川 俊基 先生

座 長 吉岡 慎一 先生
八尾市立病院 外科部長


